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第３章 芸 術 会 館
第１節 沿 革

芸 術 会 館

昭和５２年４月 大分県立芸術会館事務局
設置

昭和５２年９月 大分県立芸術会館開館式
挙行

昭和５５年３月 美術館収納庫増設工事完
成

平成元年２月 文化ホール音響設備更新
工事完成

平成元年３月 美術館収蔵庫等増改築工
事完成
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平成元年８月 美術館常設展示室設置工事完成
平成２年３月 文化ホール照明設備更新工事完

成
平成３年４月 収蔵庫空調機更新工事完成
平成３年６月 文化ホールワイヤレスマイク設

備更新工事完成
平成３年８月 チーリングユニット更新工事完

成
平成４年８月 ハイビジョン設置
平成５年３月 外壁タイル補修工事完了

（１年次）
平成６年２月 〃 （２年次）
平成９年 舞台床張替工事
平成９年 展示室絨毯張替、壁塗り替え工

事完成
平成１１年 舞台吊物制御盤等更新工事完成
平成１５年３月 収蔵庫増築工事完成
平成１８年２月 管理棟北側外壁タイル補修工事完了
平成１８年２月 文化ホールつり物滑車等取替工事完了
平成１８年２月 管理棟南側外壁タイル補修工事完了
平成２０年３月 管理棟東面外壁改修工事

第２節 施 設
所 在 地 大分市牧緑町１番６１号
敷地面積 １８，９２４．６４㎡



－ １９８ －

構 造 鉄骨・鉄筋コンクリート３階建
建物面積 建築面積 ４，３４５．３７㎡

延床面積 ７，３０１．９８㎡
●ホール棟（３階建）床面積 ２，６２９．７９㎡
舞台 間口１８m 奥行１４m 高さ７．５m 延面積 ６５４．２７㎡
客席 １スロープ １，０１０席 ６１２．５９㎡ リハーサル室 １３２．７９㎡
オーケストラピット ７０㎡ 楽屋（３室） 楽屋事務室（１）１１０．３５㎡
その他 １，０４９．７９㎡

●展示棟（２階建）床面積 ３，１０８．３５㎡
展示室（３室） １，２３４．０１㎡ エントランスロビー １９１．９６㎡
収蔵庫 ６８５．２６９㎡ その他 ９９７．１１１㎡
●管理棟（３階建）床面積 １，４０４．９０㎡
講 堂 １４２．３２㎡ 第１会議室 １５１．４９㎡
資 料 室 ５５．２６㎡ 和 室 ２４．３６㎡
第２会議室 ６０．４８㎡ そ の 他 ９７０．９９㎡

第３節 平成１９年度運営方針と事業内容

１ 平成１９年度運営方針
開館３０年の節目となる今年度は、平成１９年度教育基本方針及び指導方針に基づ
き、引き続き地域文化創造の拠点として積極的に文化芸術活動を展開するととも
に、生涯学習の中核施設としての活動を推進する。
美術館部門では、優れた美術品の収集、保存、調査・研究に努めるとともに、
魅力ある企画展等を実施し、美術鑑賞の機会を提供する。
また、美術への興味・関心を高めてもらうよう、各種の講演会・講座・ワーク
ショップ等を実施する。
文化ホール部門は、学校との連携を図り、演劇・演奏会等の発表の機会を提供
するとともに、演劇教室等の実施により、創作体験の機会を提供する。さらに県
内の芸術文化団体の発表機会等を支援する。



－ １９９ －

事 業 名 会 期 内 容

版画家 武田由平展
～飛騨・中津
ふたつの故郷を生きた作家～

５月２９日（火）
～

６月２４日（日）

岐阜県高山市に生まれ、本県中津市において
教鞭をとりながら版画家として活躍した、武田
由平（１８９２－１９８９）。その約６０年におよぶ詩情
豊かな画業の展開を、初期から最晩年にいたる
代表的な版画約８０点と創作版画誌や版木など関
連資料により紹介した。

開館３０周年記念
コレクションの精華

－大分県立芸術会館名品展－

９月２５日（火）
～

１０月１９日（金）

当館は、昭和５２年の開館以来、本県出身美術
家の作品を中心として、優れた美術資料の収集
に努めており、収蔵品は現在約４，４００点を数え
る。本展は、開館３０周年を記念して、日本画
（近世・近代）、洋画、版画、彫刻、工芸の各
ジャンルから、コレクションを代表する作品約
１００点を一堂に展観し、近世以降、現代にいた
る美術品の流れを概観する。

開館３０周年記念
ロシア国立東洋美術館所蔵
首藤コレクション展

１２月１１日（火）
～

２月３日（日）

平成１５年度から３ヵ年間、文化庁の「芸術拠
点形成事業」の助成を得て、ロシア国立東洋美
術館が所蔵している当該美術品の調査を行い、
新たに１９１点の確認を行い、これまでに把握さ
れているものを含むと、約３００点の美術品をロ
シア国立東洋美術館等が所蔵している状況が判
明した。調査活動によって、首藤コレクション
の全体像を把握できた事から、戦後６０年間未解
明となっていたその実態を紹介するとともに、
調査活動の成果を公開した。
本展では、ロシア国立東洋美術館が所蔵する

首藤コレクションの中から優品を選りすぐり、
浮世絵、日本画、陶磁器、漆器、金工など１２０
点を紹介した。併せて、昭和５０年に旧ソ連政府
から日本政府に返還され、京都国立近代美術館
が所蔵する首藤氏旧蔵の福田平八郎作品１０点と
首藤定氏の関連資料約１０点を紹介した。

平常展Ⅰ～Ⅲ

Ⅰ４月１０日（火）
～

５月６日（日）
Ⅱ５月２９日（火）

～
６月２４日（日）

Ⅲ３月１８日（火）
～

当館が所蔵する南画、洋画、版画、彫刻、工
芸等の作品を３期の会期で体系的に紹介した。
Ⅰ期「四季の美を描く－日本画を中心に－」、
Ⅱ期「没後２０年 江藤純平の画業」、Ⅲ期「２０
世紀の巨匠ルオー『ミセレーレ』の世界」。

スクールミュージアム
（芸術会館巡回美術展）

１０月１０日（水）
豊後大野市立

緒方中学校
１１月２０日（火）
豊後高田市立

桂陽小学校
１１月２６日（月）
臼杵市立

下南小学校

当館が所蔵する南画、浮世絵、日本画、洋
画、版画、彫刻、工芸等の作品の中から４０～５０
点を選び、県下３か所の小学校・中学校におい
て紹介した。

２ 平成１９年度事業内容
美術館部門 （平成１９年度）



－ ２００ －

区 分 事 業 名 月 日 内 容

企

画

事

業

１ 第２４回芸館移動演奏会 ７月１日（日）

県内で活躍する演奏団体を選
定し、交響楽団の演奏を普段鑑
賞する機会に恵まれない地域で
開催するもので、県民に音楽の
楽しさに触れてもらうことを主
眼に開催した。

２

開館３０周年記念演奏会
「音楽のたのしみ」

－マンドリンオーケストラ・
合唱・邦楽の共演－

９月２４日（月）

開館３０周年を記念して、これ
まで試みられたことのないマン
ドリンと尺八・琴の協演、声楽
家による演奏も交え、だれでも
が楽しむことのできるコンサー
トを実施した。

３
第３０回芸館創作劇場

高文連演劇部優秀作品公演 １１月２５日（日）

県内の文化振興団体と研究・
実践を行い、舞台技術の深化を
図り、その育成に努め、県民に
成果を広く紹介した。大分県高
等学校文化連盟中央演劇祭の優
秀校による公演を行った。

４
第１１回芸館フェスタ

高文連吹奏楽部優秀校公演 １月１２日（土）

児童・生徒に対して感性を育
む情操教育の場を提供し、学校
現場との連携を図るため、青少
年育成教育事業として、大分県
高等学校文化連盟吹奏楽部連盟
校による公演を行った。

５
芸館演劇教室

講師 大分県民演劇制作協議会
代表 清末 典子

８月１６日（木）
～

８月１９日（日）

高校演劇ひいては県下の演劇
文化の一層の発展に資するた
め、県内の演劇団体の協力を得
て、演劇に興味を持つ高校生を
対象に、実際に舞台を使用して
演劇指導等を行った。成果の発
表として、「翼をください」
（ジェームス三木作）を公演し
た。

№ 展 覧 会 名 会 期 入場者数 № 展 覧 会 名 会 期 入場者数

１ 第６回アート in 遊々
展

自 ４／ １（火）
至 ４／ １（火） ９１ ４

第７回大分由源大作書
展
第３９回鶴崎双雲書展

自 ４／１７（火）
至 ４／２２（日） ５００

２
平成１９年度 第１回二
科会写真部大分支部公
募展

自 ４／ ３（火）
至 ４／ ８（日） ８１７ ５ 第１１回現代童画会九州

支部展
自 ４／２４（火）
至 ５／ ６（日） ８００

３ 第４２回日本画「苑の会」自 ４／１０（火）
至 ４／１５（日） ８００ ６ 希望する絵画・私たち

の態度２００７
自 ６／２６（火）
至 ７／ １（日） ６１１

文化ホール （平成１９年度）

第４節 利 用 状 況
１ 平成１９年度 美術館利用状況
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№ 展 覧 会 名 会 期 入場者数 № 展 覧 会 名 会 期 入場者数

７ 第１１回九州国画会写真
部県支部展

自 ６／２６（火）
至 ７／ １（日） ５１０ ２０ 第４２回豊光会展 自１１／２０（火）

至１１／２５（日） １，３６２

８ 第４回大分から発信す
る国際臨書創作選抜展

自 ６／２６（火）
至 ７／ １（日） ５７８ ２１ 第６０回芸術緑丘高校美術制作展

自１１／２０（火）
至１１／２５（日） １，６９０

９ 第１１回研彩会展 自 ７／ ３（火）
至 ７／ ８（日） ２８０ ２２ 第１６回創元会大分支部展

自１１／２７（火）
至１２／ ２（日） １，５５０

１０ 第３４回行動展作家展 自 ７／ ３（火）
至 ７／ ８（日） ４５０ ２３

第９回隆泉窯陶芸教室
及び大分合同新聞文化
教室合同作陶展

自１１／２７（火）
至１２／ ２（日） １，００６

１１ 第３８回大分平和美術展 自 ８／２８（火）
至 ９／ ２（日） １，７８２ ２４ 新潮流’０７ 自１１／２７（火）

至１２／ ２（日） ７９４

１２ ０７大分二紀展 自 ９／ ４（火）
至 ９／ ９（日） １，２００ ２５

別府大学創立１００周年
記念芸術文化学科
「’０８卒業制作展」

自 ２／１３（水）
至 ２／１７（日） ４７５

１３ 第９回七瀬クラブ作陶展
自 ９／ ４（火）
至 ９／ ９（日） ６８０ ２６

第４６回大分県立芸術文
化短期大学卒業・修了
制作展

自 ２／１９（火）
至 ２／２４（日） ８００

１４ ０７大分自由美術展 自 ９／ ４（火）
至 ９／ ９（日） ８６５ ２７ 第５９回大分県学校書写書道展

自 ２／２６（火）
至 ３／ ２（日） ７，７２１

１５ 第１７回大分の書を求める豊墨会展
自 ９／１１（火）
至 ９／１７（日） １，２１６ ２８ 第３４回大分県中学校美術展

自 ２／２６（火）
至 ３／ ２（日） ７，４６１

１６ 第５２回蒼土展 自 ９／１１（火）
至 ９／１７（日） ５７１ ２９

第５１回大分県勤労者創
作美術展
（労美展）

自 ３／ ５（火）
至 ３／ ９（日） １，０５４

１７ 佐藤俊造個展 自 ９／１１（火）
至 ９／１７（日） ６５０ ３０ 第２９回九州国画写真展 自 ３／１８（火）

至 ３／２３（日） ８７０

１８ 第５６回高文連美術・書道・写真中央展
自１１／１４（火）
至１１／２５（日） １，１２３ ３１ 多邨常遺作展 自 ３／２５（火）

至 ３／３０（日） ９５２

１９ 第３７回大分県日本画展 自１１／２０（火）
至１１／２５（日） １，４００

計 ４０，６５９



－ ２０２ －

内 容
月 別

計 ％
４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

公

演

音

楽

クラシック ０ ０ ２ ３ １ ３ ０ ０ ２ ２ ２ ２ １７ １２．３

ポピュラー ５ ０ ２ ２ １ ４ ６ ０ ０ ０ ２ ３ ２５ １８．１

民 謡 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ２ ３ ２．２

能楽・雅楽 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．０

邦 楽 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ３ ０ ０ ０ ０ ３ ２．２

オ ペ ラ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．０

そ の 他 １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ４９ ０．７３５．５

演劇・ミュージカル ０ ３ ０ ２ ３ ４ １ ８ ０ ２ ０ ３ ２６ ２６１８．８１８．８

舞

踊

洋 舞 １ ３ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ５ ３．６

民 踊 ０ ０ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ０ ０ ０ ４ ２．９

日 舞 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．０

そ の 他 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ９ ０．０ ６．５

会議・集会 ３ ２ １ １ ３ ２ ４ ６ １ １ １ ３ ２８ ２８２０．３２０．３

そ の 他 ０ ０ ２ １ ０ ４ ４ ３ ６ ０ ４ ２ ２６ ２６１８．８１８．８

計 １０ ８ ９ １０ ８ １７ １５ ２１ １１ ５ ９ １５ １３８

％ ７．３ ５．８ ６．５ ７．３ ５．８１２．３１０．９１５．２ ８．０ ３．６ ６．５１０．９ １００．０

リ
ハ
ー
サ
ル
・
仕
込
み

音

楽

クラシック ０ ０ ０ ９ ３ １４ ０ ０ ２ １ ４ ４ ３７ １３．９

ポピュラー ６ ０ ３ １ ２ ６ ４ ０ ０ ０ ３ ３ ２８ １０．５

民 謡 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ４ ０ ０ ０ ３ ７ ２．６

能楽・雅楽 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．０

邦 楽 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ５ ０ ０ ０ ０ ５ １．９

オ ペ ラ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．０

そ の 他 ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ７９ ０．８２９．６

演劇・ミュージカル ０ ６ ０ ２ １４ １１ ５ １３ ０ ４ ０ ９ ６４ ６４２４．０２４．０

舞

踊

洋 舞 １７ １８ ０ ９ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ４４ １６．５

民 踊 ０ ０ ８ ０ ０ ０ ０ ３ ０ ０ ０ ０ １１ ４．１

日 舞 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．０

そ の 他 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ５５ ０．０２０．６

会議・集会 １ ２ １ １ ２ ２ ８ ３ ０ １ ０ ２ ２３ ２３ ８．６ ８．６

そ の 他 ０ ０ ３ ４ ０ ８ ７ ２ ９ ０ ７ ６ ４６ ４６１７．２１７．２

計 ２６ ２６ １５ ２６ ２１ ４１ ２４ ３０ １１ ６ １４ ２７ ２６７

％ ９．７ ９．７ ５．６ ９．７ ７．９１５．４ ９．０１１．２ ４．１ ２．３ ５．２１０．１ １００．０

２ 文化ホール
⑴ 月別・ジャンル別利用回数



－ ２０３ －

作 者 名 作 品 名 制 作 年 材 質 等 寸 法
（縦×横、又は高さ×奥行×幅）

備 考
日本画（近代）
衛藤晴邨 黄 昭和 ２（１９２７） 紙本墨画淡彩・二曲一隻 ７２．５×１２０．０ 第８回帝展

洋 画
南壽敏夫 聚落 平成 ８（１９９６） 油彩・画布 １３０．３×１６２．０ 第２８回改組日展
南壽敏夫 七月のカマレー 平成１３（２００１） 油彩・画布 １３０．３×１６２．０ 第３３回改組日展
半田睦子 牧場のアイドル 平成１９（２００７） 油彩・画布・額装 ９１．０×１１６．８ 平成１９年度ＯＧ賞
三浦久美子 一隅 平成１９（２００７） 水彩・画布・額装 １１６．７×９１．５ 平成１９年度ＯＧ賞

版画・写真
高山辰雄 玄乃玄２００６（１４点組） 平成１８（２００６） 紙・リトグラフ ５５．５×３７．０他 高山辰雄展２００６

彫刻・立体
日名子実三 安邊少佐像 大正１５（１９２６） 石膏 ５１．０×１９．０×１５．０
日名子実三 バラと女 昭和 ２（１９２７） 石膏 ６０．０×１８．０×３５．０ 第１回構造社展
日名子実三 若い女 昭和 ２（１９２７） 石膏 １６．０×１４．５×１４．０ 第１回構造社展
日名子実三 手に凭る女 昭和 ２（１９２７） 石膏 ６０．０×５０．０×３７．０
日名子実三 ギターを持てる女 昭和 ２（１９２７） 石膏 ６０．０×６０．０×４０．０
日名子実三 夢 昭和 ２（１９２７） 石膏 ４４．０×４０．０×３８．０ 第１回構造社展
日名子実三 空の人々 昭和 ２（１９２７） 石膏 ４６．０×４２．０×３３．０
日名子実三 習作 昭和 ３（１９２８） 石膏 ３２．０×２０．０×２７．５ 第２回構造社展
日名子実三 習作 昭和 ３（１９２８） 石膏 ４８．５×１４．０×２９．５ 第２回構造社展
日名子実三 外套 昭和 ３（１９２８） 石膏 ４６．０×２５．０×２８．０ 第２回構造社展
日名子実三 手紙 昭和 ３（１９２８） 石膏 １８．５×２１．５×１３．０ 第２回構造社展
日名子実三 麒麟 昭和 ４（１９２９） 石膏 ５６．０×４７．３×２０．０
日名子実三 女半身像 昭和 ４（１９２９） 石膏 ７５．０×３７．０×３３．０ 第３回構造社展
日名子実三 フランスの女 昭和 ４（１９２９） 石膏 ４２．０×３２．０×２７．０
日名子実三 ヴェルダン 昭和 ４（１９２９） 石膏 ４３．０×３１．０×３４．０
日名子実三 ボルドーの女 昭和 ４（１９２９） 石膏 ３５．０×３０．０×３０．０ 第３回構造社展
日名子実三 パン屋の娘 昭和 ５（１９３０） 石膏 ４７．０×１６．０×１５．０
日名子実三 仮睡 昭和 ６（１９３１） 石膏 ３９．０×３３．０×２７．０ 第５回構造社展
日名子実三 ラグビー 昭和 ７（１９３２） ブロンズ １５．０×４０．０×１０．０ 第１０回オリンピック芸術展
日名子実三 来島良亮君記念碑・二人の工夫 昭和 ９（１９３４） 石膏 ９９．０×５９．０×４８．０
日名子実三 酔李白 昭和１０（１９３５） 石膏 １６．０×１５．０×２４．０ 第１回第三部会展

●利用時間
美術展示室 午前９時から午後５時まで（入場は午後４時３０分まで）
文化ホール
リハーサル室 等 午前９時から午後１０時まで
講堂、会議室

●休館日
毎週月曜日（月曜日が休日の場合は、その日後において、その日に最も近い休

日でない日）
年末年始（１２月２８日～１月４日）

３ 平成１９年度 収蔵品一覧
⑴ 美術品
ア 寄 贈



－ ２０４ －

作 者 名 作 品 名 制 作 年 材 質 等 寸 法
（縦×横、又は高さ×奥行×幅）

備 考
日名子実三 帰る姑娘（南京） 昭和１３（１９３８） 石膏 ５２．０×１８．０×２４．０ 第４回第三部会展
日名子実三 ラッセル女史肖像 昭和１６（１９４１） 石膏 ４７．０×６４．０×６．５ 第７回国風彫塑会展
日名子実三 翼をもつ裸婦 １９２０－１９３０年代 石膏 ８４．０×３５．０×３５．０
日名子実三 裸婦臥像 １９２０－１９３０年代 石膏 ２０．０×３５．０×２３．０
日名子実三 ゴルファー 不詳 石膏 ４８．５×３１．０×２０．０
日名子実三 裸婦（仮題） 不詳 石膏 ２５．０×２６．０×２０．０
日名子実三 女立像（仮題） 不詳 石膏 ６６．０×１９．０×１４．０
日名子実三 蹲る裸婦 不詳 石膏 ３２．０×２０．５×２２．５
日名子実三 女半身像（仮題） 不詳 石膏 ７２．０×４５．０×３４．０
日名子実三 水着の女（仮題） 不詳 石膏 ３０．０×３５．０×２５．０
日名子実三 跪く男（仮題） 不詳 石膏 ２８．０×１３．５×２３．５
日名子実三 女半身像（仮題） 不詳 石膏 ３９．０×３３．５×２２．５
日名子実三 女半身像（仮題） 不詳 石膏 ６０．０×４４．０×３７
日名子実三 女半身像（仮題） 不詳 石膏 ４９．０×３８．０×２８．０
日名子実三 憩う（仮題） 不詳 石膏 ４０．０×３１．０×３７．０
日名子実三 腕を組む女立像（仮題） 不詳 石膏 ７０．０×２０．０×２５．０
日名子実三 横たわる女（仮題） 不詳 石膏 ３８．０×３３．０×３４．０
日名子実三 女頭像（仮題） 不詳 石膏 ４７．０×３４．０×３８．５
日名子実三 豊後路 不詳 石膏 ４３．０×１３．０×４０．０
日名子実三 女半身像（仮題） 不詳 石膏 ３４．０×１５．０×１５．０
日名子実三 少年（仮題） 不詳 石膏 ３２．０×１６．０×１６．５
日名子実三 海女（仮題） 不詳 石膏 １９．０×１７．５×１８．０
日名子実三 ゴルファー（仮題） 不詳 石膏 ５０．０×１３．０×２５．０
日名子実三 肘かける裸婦（仮題） 不詳 石膏 ２７．０×３４．０×１９．５
日名子実三 スカーフの女（仮題） 不詳 石膏 ３０．０×２１．０×１８．０
日名子実三 スキー選手（仮題） 不詳 石膏 ３０．０×２２．０×４０．０
日名子実三 青年頭像（仮題） 不詳 石膏 ２１．０×１２．０×９．０
日名子実三 習作（腰かける女）（仮題） 不詳 石膏 ３４．５×１５．５×１７．０
日名子実三 潜水士（仮題） 不詳 石膏 ５３．０×２２．５×２６．５
日名子実三 座る女（仮題） 不詳 石膏 １６．５×１３．０×１７．０
日名子実三 陸上選手（仮題） 不詳 石膏 ４９．０×２０．０×１２．５
日名子実三 登山家（仮題） 不詳 石膏 ４６．５×１８．０×１８．０
日名子実三 飛行士（仮題） 不詳 石膏 ４６．５×２３．０×１８．５
日名子実三 水着の女（仮題） 不詳 石膏 ４４．５×１８．５×２５．５
日名子実三 砲丸投げ（仮題） 不詳 石膏 ３０．０×１９．０×２１．０
日名子実三 農婦（仮題） 不詳 石膏 ３１．５×２０．０×１０．０

工 芸
二代渡辺竹清 煤竹小筥 平成１４（２００２） 竹・籐・漆 １５．０×１３．０
熊井恭子 「ドレープ・Ｇ」ＤＲＡＰＥ・Ｇ 平成元（１９８９） ステンレススティール線 ２００．０×２０．０×１３０．０ 国際テキスタイルコンペティション’８９京都

書
小野尚 漢詩「韋應物の詩」 平成１９（２００７） 紙本墨書・額装 ２３２．５×５３．０ 平成１９年度ＯＧ賞

書簡、粉本その他資料
日名子実三 弓を引く男（仮題） 不詳 石膏 ４０．０×１８．０×２２．０

日名子実三 上海・海軍陸戦隊表忠塔・
塔頂部麒麟マケット 昭和１５（１９４０） 石膏 ５４．０×１４．０×４５．０

日名子実三 八紘之基柱マケット 昭和１４（１９３９）頃 石膏 ２２．０×３０．０×３３．０
日名子実三 三浦梅園記念碑マケット（仮題） 不詳 石膏 ３３．０×１８．３×１８．３
日名子実三 記念碑マケット（仮題） 不詳 石膏 ４３．５×２２．４×２９．５
日名子実三 記念碑マケット（仮題） 不詳 石膏 ３０．５×１９．０×４２．０
日名子実三 各種記念メダル原型（３４点） 不詳 石膏 径２６．８×１．５他
日名子実三 記念メダル原型 不詳 ブロンズ ３１．０×２４．０×０．５



－ ２０５ －

作 者 名 作 品 名 制 作 年 材 質 等 寸 法
（縦×横、又は高さ×奥行×幅）

備 考

日名子実三 軍人傷痍記章一件
（原型・記章２点） 昭和１３（１９３８） ブロンズ ０．９×１９．７×１９．５

他
日名子実三 メダル一件（４０点） 大正昭和７（１９１８）他 ブロンズ ０．４×８．４他

日名子実三所蔵メダ
ル一件（１０７点） １８８４他 ブロンズ ０．４×５．０他

作 者 名 作 品 名 制 作 年 材 質 等 寸 法
（縦×横、又は高さ×奥行×幅）

備 考
日本画（近代）
佐藤土筆 石楠花 不詳 紙本彩色・額装 ４４．０×５０．０
岩澤重夫 浜の朝 平成１７（２００５） 紙本着彩・額装 ２２０．０×１７０．０ 第３７回日展出品

洋 画
糸園和三郎 犬のいる風景 昭和１６（１９４１） 油彩・画布・額装 １３５．０×９７．０ 第２回美術文化展
伊谷賢蔵 九州の山（硫黄、三股、由布） 昭和２８（１９５３） 油彩・画布・額装 ９０．５×１１６．５ 第８回行動展
伊谷賢蔵 湧蓋山 昭和２８（１９５３） 油彩・画布・額装 １３２．０×９８．０ 第８回行動展

素描・下絵
高山辰雄 豊の国の朝（下絵） 平成３（１９９１） 紙・パステル・額装 ６２．０×１８４．０

工 芸
生野祥雲斎 盛藍・木の葉型 昭和４４（１９６９）頃 竹、籐 ５．０×２８．０×３７．０
生野祥雲斎 四極皿（大） 昭和３６（１９６２）頃 竹 ６．０×２６．５×３２．０
岩尾光雲斎 女竹達磨掛花籠 不詳 竹、漆 ３６．０×１４．０
岩尾光雲斎 花籠・鶴首 昭和５６（１９８１）頃 竹、漆 ２６．０×１７．０
佐藤竹蘭 紫竹投入花籠 不詳 竹、漆 ３３．０×２０．０
岡崎竹邦斎 みじん編花籠 昭和５８（１９８３）頃 竹、漆 １６．０×３４．５
岡崎竹邦斎 四つ目編掛華藍 不詳 竹、籐、漆 ２２．０×２４．０×６．０
梶原光邦 花籠光波 平成元（１９８９） 竹、籐、漆 ３０．０×３７．０
福田竹勇斎 一楽編壺型花籠 不詳 竹、漆 ３５．５×３５．５
福田勇三郎 白竹乱れ編み籠 不詳 竹 ３０．０×４０．５×３８．０

イ 管理換


